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守山夢プロジェクト 第一回高校生カウアイ島派遣 報告書 

西出昴 

 

今回のカウアイ島への派遣を終えて２週間が経とうとしている今カウアイ島での５日間

を振り返ってみると、カウアイの人々の温かさとカウアイの自然の美しさに心を動かされ

とても充実した５日間だったと思います。私はカウアイでの記憶を今でも鮮明に覚えてい

ます。短い時間ではありましたがとてもさまざまなことがありました。もはや私は今カウ

アイシックかもしれません。この報告書では主に私がカウアイ島で特に印象に残った３つ

のことについて書いていこうと思います。 

私が特に印象に残った一つ目のことは、カウアイ島の人たちはとても自由で人生をとて

も楽しんで生きていたことです。しかし、自由でありながらもやるときはきちんとやると

いう切り替えがあるところがカウアイの人たちのすごいところだと思いました。特に、カ

ウアイ高校では制服はなくみんな短パンやスウェットで登校し学校で指定された T シャツ

を着ていました。日本の高校のような統一感はないですが、とてもラフな格好で親しみや

すく、生徒もみんな仲が良くとても楽しそうでした。また、日本のように時間に追われる

ことはほとんどなく、のんびりとしたとても過ごしやすいところでした。 

 ２つ目はカウアイの温かさです。ホストファミリーをはじめ多くの方々が私たちを温か

く迎えてくださいました。リフエ空港に着いたときにアート梅津さんや地元の会長さんに

迎えてもらい、カウアイ高校の生徒も私たちにとても温かく迎えてくださいました。カウ

アイ高校では日本語のクラスがあり日本語が話せる生徒が多くおり、さまざまな生徒が私

たちに日本語や英語で話しかけてくれてわからないことなどを助けてくれました。カウア

イ高校の生徒はとても優しい方が多くカウアイの人の良さがとても実感できました。また、

カウアイの人たちは島国ということもあっていろんな人たちが知り合いで、お互いに助け

合っていました。そのような姿を見ると私たちも見習うべきだと実感しました。私はカウ

アイに行って助け合うことの大切さを再度認識しました。 

 ３つ目はカウアイの壮大な自然です。カウアイ島は「ガーデンアイランド」と呼ばれて

いますが、本当にその通りだと思いました。島のどこにいても自然に囲まれており、人々 

の自然に対する思いも素晴らしいものでした。カウアイの人々は自然とともに育ってきた

といっても過言ではなく、事実私のホストファミリーもとても自然が好きな方々でした。

カウアイの自然で特に心惹かれたことは、その美しい雨や風により浸食されてできた山々

や海岸線といたるところにある美しい木々です。カウアイ島のどこからでも見える浸食さ

れた山々はその歴史の古さを物語っており上に上るとより一層カウアイの自然の歴史の古

さとその広大さに驚かされます。カウアイの自然は世界的に見てもとても価値のあるもの

でこれからも残していかないといけないものです。またカウアイ島にはニワトリがいたる

所におりカウアイのマスコットとしてなじんでいました。カウアイ島の自然にはどこか懐



かしいところがあり浜辺や、山々にいるととてものんびりとした気持ちになれ心がとても

落ち着きます。カウアイ島がとてものんびりとした島であることもその広大な自然による

ものだと思いました。 

 

最後に 

 私は５日間でカウアイのことがとても好きになりました、２週間たった今でもカウアイ

にいたのが昨日のことのように思います。私たちがカウアイから学ぶべきことは山のよう

にあります。またカウアイと守山はのんびりとしたところなどどこか似ているところもあ

ればまったく違うところもあります。私はより多くの高校生にこれからもカウアイに行っ

てほしいと強く願っています。これからもカウアイと守山の人と人とのつながりが続いて

いくことを願って。 

 最後になりましたが守山国際交流協会の方々をはじめたくさんの方々にお世話になりま

した。この場をお借りしてお礼を申し上げたいと思います。本当にありがとうございまし

た。 

 

  カウアイ高校の皆さんと私たち３人 



カウアイ島派遣報告書 

                 ２０１９年３月２５日（月）～３月３０日（土） 
                                                  佐内 愛佳 

カウアイ島の市長と出会う 

カウアイ島に到着した日の夕方に、カウアイ郡のカワカミ市長 

を表敬訪問した。守山市のことや自分の将来の夢、カウアイ島 

についてお話ししたり、聞いたりすることができた。 

また市長が得意だというマジックを、トランプを用いて披露して 

下さり、市長室は歓声に包まれた。温かく迎え入れて下さった 

市長に感謝の意を表したい。 

 

カウアイ高校での体験授業 

 
 

① 日本語クラス 

現地で日本語を学んでいる高校生と、日本語と英語を交えて会話をした。好きな日本食や音楽など様々なことを話すこと

ができ、とても楽しい授業であった。 

② ウクレレクラス 

ハワイではウクレレがとても人気だ。このウクレレクラスではウクレレの演奏のしか

たやウクレレのコードを現地の高校生から教わりながら外国の音楽、日本の音

楽、そしてカウアイ島に滞在中、現地の案内をして下さった方である、アート梅津

さんが守山市をイメージして書いて下さった曲 「HE NANI O MOROYAMA(美し

い守山)」を全員で歌い演奏した。 

私は初めてウクレレに触れたのだが、演奏が上手くできなくても音楽を通して現

地の高校生と一つになれた時間だった。  

プリンス・クヒオ・デー 

プリンス・クヒオ・デーというのはカウアイ島最後の王子、プリンス・クヒオの生誕日

の３月２６日でハワイ州だけの祝日である。この日、カウアイミュージアムを訪れカ

ウアイ島の歴史を学んだ。カウアイ島はかつてサトウキビとパイナップルの２大作物

を作っていたこと、最近は観光業が盛んだということなどをミュージアムの方が丁寧

に説明して下さり、カウアイ島について深く学ぶことができた。 

カウアイ高校に登校し、授業（クラス）を受けさせてもらっ

た。現地では、日本の学校とは違い、自分のとりたい授業

を選び学ぶことができる。カウアイ高校では８教科（日本

語、ハワイの歴史、ウクレレ、ハワイ語、陶器、ピアノ、写

真、英語）の授業を体験し、それぞれの授業の冒頭で自己

紹介をさせてもらった。どのクラスで自己紹介をしても温

かく歓迎して下さり、とても嬉しかった。ここではいくつか

の授業を紹介する。 

プリンス・クヒオの象 



 

 

ホストファミリーとの交流 

この度、迎えて下さったのはフランさん一家。カウアイ島で人気のあるスパムや

カウアイラーメンに加えてベトナム料理やスペイン料理も頂くことができ、どれ

もとても美味しかったため今でもあの味を忘れることができない。 

 

 

↑ホストファミリーの方々 

 

また滞在期間中、お父さんが勤務している National Tropical Botanical 

Garden という植物園にも連れて行っていただいた。実はその場所は映画「ジュラシック・パーク」

が撮影された地の一つでその風景はまさに映画の世界そのものだった。ジュラシックツリーと呼ば

れる大木の下には恐竜の卵のレプリカが置いてあり、とても衝撃を受けた。 

 

 

 

守山を紹介 

少しでも守山を知ってもらうために火祭りやホタルについてまとめた資料を

持参し説明すると、とても興味を示して下さり、「一度守山に行ってみた

い。」という言葉を受けることができて、嬉しくなった。 

また、ホストファミリーの方にお土産として守山で作られたホタルせんべいや

イチゴキャンディー、モーリーグッズなどをお渡し、折り紙でモーリーを折って友

好を深めることができた。 

 

研修を終えて 

今回カウアイ島に派遣していただき、歴史や文化を学び 

自然を肌で感じ、そして現地の方々やカウアイ高校の生

徒の方と交流を深めることができた。 

最も印象に残っていることは、アート梅津さんやホストフ

ァミリーの方々、カウアイ高校の先生や現地の交流会 

の会長さんをはじめとして開催して下さった交流パーティ

である。歌を唄ったり、お話ししたり、美味しい食事を頂

いたりと楽しいひとときを過ごすことができ、忘れられな

い思い出となった。 

最後に、この度の研修に携わって下さったすべての方々

に感謝し、この経験を今後の自分の糧として生かしてい

きたいと思う。 

カウアイラーメン↑ 

 

↑ジュラシックツリーと恐竜の卵 

作成した資料 

←スパム 

↓カウア

イラーメ

ン 

 


